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平成28年熊本地震被害調査報告会

平成28年6月11日



行 程：5月 6日：阿蘇市 阿蘇神社～赤水駅
南阿蘇村 黒川地区～河陽地区（東海大学，阿蘇大橋）

旧道で阿蘇長陽大橋

7日：南阿蘇村 立野駅（南阿蘇鉄道）～阿蘇長陽大橋
西原村 風当～県道28号～俵山トンネル～風当

8日：宇土市 市役所～嘉島町～益城町（地表地震断層）
益城町 総合体育館～庁舎周辺
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お話の内容
地震の概要
地震による被害の概要（内閣府の発表資料）
斜面被害
施設の被害
1.橋梁被害
2.地表亀裂発生に伴う施設の被災
3.道路の切土のり面と俵山トンネルの被災
4.益城町庁舎周辺の被災
5.河陽地区の地表亀裂と建物被災

被災の特徴と要因
今後の対応



活断層と震央の分布
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震央分布と主な地震

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/2016_04_14_kumamoto/sekisan.pdf4



熊本地震による被害の概要
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■人的被害 内閣府
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■建物被害

■斜面被害



斜面崩壊分布図
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作製：国土交通省



斜面被害の状況
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阿蘇大橋西側斜面

東海大学キャンパス付近（黒川沿い）

立野駅東南東方斜面

阿蘇長陽大橋東方斜面（旧道沿い）

大規模崩壊

地すべり

岩盤崩壊・落石

地すべり



産業技術総合研究所 地質調査総合センター

益城町役場

俵山トンネル

大切畑ダム

県道28号

阿蘇長陽大橋

阿蘇大橋

活断層と震央分布と
主な調査箇所
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施設の被害状況
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大切畑大橋西側橋台 戸下大橋の橋桁の崩落

1.橋梁の被災



2.地表亀裂発生に伴う施設の被災（県道28号）

11県道沿いのブロック積擁壁の倒壊大切畑ダム堤体の崩壊

大切畑ダム



3.道路（阿蘇長陽大橋への旧道）の切土のり面と俵山トンネルの被災

12

俵山トンネル西側坑口から100m付近
（損傷個所の復旧工事）

吹付のり枠工の上方斜面の崩壊

アンカー破損個所

アンカー付吹付のり枠工

アンカー頭部の落下



益城町庁舎周辺の地質構成

台地の表層は緩軟弱な
土層が厚く堆積する

12m

1m

11m
13m

31m

谷底平野は表層に緩軟弱
な土層が堆積し，その下位
に礫層が分布
さらに深部には緩軟弱な
土層が分布

総合体育館

益城町庁舎

14m
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4.益城町庁舎周辺の被害

川沿いは特に変状が激しい 川両岸の建物が川側に傾く

道路沿いのブロック積擁壁と法面工の倒壊 護岸擁壁は川側に側方変位する
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5.河陽地区の地表亀裂と建物被害

地表の亀裂

亀裂は建築物の直下を通る（反対側）亀裂の延長は建築物の直下を通る
15

国際航業株式会社

地割れ



斜面被害分布状況の特徴
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・活断層沿いや阿蘇山とその外輪山（活火山地帯）に多発する
・急傾斜地では小規模崩壊が多数を占めるが，大規模崩壊も発生している

（阿蘇大橋西側斜面）
・緩傾斜地（耕作地，宅地等）でも発生しているところがある（立野駅南東方斜面）
・谷筋では崩落土砂が土石流化している
・溶結凝灰岩による急崖斜面は亀裂が多く，岩盤崩落や落石が発生している

（阿蘇長陽大橋西側斜面の旧道沿い）
・河川沿いの側方流動，斜面崩壊

（黒川，白川沿いの耕作地等，益城町の小河川沿い）

・活断層近傍での強振動
・火山地質特有の地盤構成

亀裂の多い溶結凝灰岩
溶岩，溶結凝灰岩を被覆する緩い火山灰質土
（強度や水理特性の差異が大きい）

・一部の施設の破損による影響（発電所への導水路）

発生要因
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・俵山トンネルでは,施工目地のズレや覆工コンクリートの亀裂や剥落
・活断層近傍であり，断層変位の影響と地盤の強振動が要因
・地表亀裂に沿う施設には甚大な被害が発生
・河川沿いの平地では地盤の液状化や側方流動による擁壁（護岸を含む）の破壊
による宅地の流動と建築物の破壊

・台地や平地には表層に緩い火山灰質土や強風化した火砕流堆積物が存在し，
活断層の近傍の河川沿いで被害が拡大

その他の被害の特徴と要因

・被災は落橋（阿蘇大橋，戸下大橋）や支承の破壊，橋桁の移動，ジョイント部の
段差等

・橋台背面の盛土の崩壊や沈下

・被災の要因は，地震による強震動以外に活断層直近では地盤の変位も影響
・また，橋梁周囲の斜面崩壊により基礎の崩落や沈下，崩落土砂の橋梁への
衝突（橋桁，橋脚）等

橋梁被害の特徴と要因
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反対側（南阿蘇村）坑口

1班記念写真

・落橋していない橋梁でも橋桁が桁受けにのっているだけの状態や橋台や橋脚
がダメージを受けている箇所もある
・崩壊箇所は，周辺の地表に亀裂が発生し，拡大要因が認められる箇所がある
・これらの箇所では，今後の余震や豪雨による被害拡大に注意が必要

・また，火山地帯特有の地形・地質や活断層の位置（地表の亀裂発生箇所）を考
慮した復興計画が必要

今後の対応


